
令和４年８⽉9⽇からの⾬と同規模の降⾬に対し、再度の
浸水被害の防止・軽減を図るため、以下の目標を設定する。

1.⾬水・⼟砂流出の抑制
2.外水氾濫の防止
3.内水被害の軽減
4.逃げ遅れゼロ
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「流域治⽔」の施策のイメージ（出典︓国⼟交通省HP）
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

(解説)今回の出水では、内水・外水氾濫により被害が⽣じた。同規模の降⾬に対して対策を進める上では、集
水域から河川や市街地へ流出する⾬水・⼟砂の量を現状より増やさないことが前提となる。加えて、集水域や氾
濫域において流出量を減らすことが内水・外水に対する安全度の向上につながる。

(解説)今回の出水における下流市街地での外水氾濫は、中村川から洪水が溢水・越水することで⽣じたものであ
る。再度の浸水被害を防止・軽減するためには中村川の溢水・越水を防ぎ、洪水を安全に流下させる必要がある。

「流域治水」の施策の取り組み

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策「流域治水」の施策の取り組み
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(解説)今回の出水では、中村川の水位上昇に伴い、流域への降⾬が河川へ排水されず内水氾濫による被害も
⽣じた。再度の浸水被害を防止・軽減するためには内水氾濫への対応も必要である。

(解説)今回の出水では人的被害は⽣じなかったものの、今後も今回のような大規模な浸水が発⽣する可能性が
あることから、警戒・避難に対する備えが必要である。

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

②被害対象を減少させるための対策

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

「流域治水」の施策の取り組み

②被害対象を減少させるための対策

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

「流域治水」の施策の取り組み
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